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ハイライト 

欧州燃料製造連盟（Concawe）と JPEC は、毎年、日欧燃料技術会議として定例会を開催している。今

年は Concawe が来日し、JPEC フォーラムのプログラムの一部に組み込む形式で、5 月 12 日に当該会議を実

施した。プログラムは下表のとおり。 

Concawe からは、製油所への CO2 回収技術導入に関する最適検討アプローチや、航空燃料中のアロマ分

等に着目した品質影響評価などに関する最新研究状況の紹介があり、欧州の取り組む課題の動向を知る貴重

な機会になったと考える。また、船舶燃料の脱炭素戦略策定への貢献を目的に Concawe が開発中の低炭素

燃料評価ツールは、今夏に公開予定で、日本含む欧州域外の企業・団体も利用可能とのこと。 

※内容の詳細については、別途、JPEC レポートにて報告予定。 

 

表 1. 第 14 回 日欧燃料技術会議プログラム（JPEC フォーラム セッション１） 

講演タイトル 講演者 

セッション概要 山﨑拓也（JPEC 企画調査部） 

【1】「我が国における次世代燃料の導入促進に向けた取組につい

て」 

資源エネルギー庁 

資源・燃料部 燃料供給基盤整備課 

東谷佳織 課長補佐 

【2】「EU 製油所における CO2 回収技術による最適化検討」 Concawe 

Mr.Johan Dekeyser 

【3】「自動車分野ネットゼロ達成には多様な選択肢（マルチパス

ウェイ）追求 が唯一の解」 

自動車内燃機関技術研究組合 AICE  

北村高明氏 

【4】「EU 域の SAF 適用による航空機排出物（CO2 以外）の

低減による環境効果」 

Concawe 

Mr.Adrian  Velaers 

【5】「船舶分野における代替燃料の評価」 Concawe 

Mr.Abinash  Ramasary 

【6】「合成燃料（e-Fuels）の環境価値（LCA）/経済価値

（TEA）評価の国際標準化への取り組み」 

産業技術総合研究所 

森本慎一郎氏 
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欧州調査報告(2026 年 5 月版) 

1．環境規制・政策 

【欧州委員会：エネルギー危機への包括的対応パッケージ AccelerateEU を発表】（4/22） 

欧州委員会は 4 月 22 日、中東情勢悪化によるエネルギー価格高騰に対して、短期的な対策と、中長期的

な構造改革を含む包括的対応パッケージ AccelerateEU を発表した。 

下記の 5 つを柱にして、足元のエネルギー価格高騰対策と合わせて、エネルギー転換を加速させることを狙いに

している。 

①EU 域内の連携強化: ガス備蓄、石油備蓄放出、市場監視などについて加盟国間で連携し、エネルギー危

機への対応力を高める。燃料市場監視（Fuel Observatory）も導入。 

②消費者保護: 所得支援、エネルギーバウチャー、電気料金の減税等により、価格高騰への影響を緩和。 

③クリーンエネルギー拡大: 国産クリーンエネルギーへの移行を加速（電化促進、SAF 普及加速）させ、エネル

ギーの輸入依存低減させる。 

④電力網の高度化: 現行法の European Grids Package の確実な推進、既存の再生可能エネルギーイン

フラの最大限の活用（洋上風力・水力の大規模発電所や再生可能エネルギー発電所の迅速な再稼働）、税

制による化石燃料比での電気料金抑制等 

⑤投資促進: Recovery and Resilience Facility (RRF: €219 billion)等の資金活用、民間投資加速

措置等 

 

出所：  

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_26_629 

https://energy.ec.europa.eu/strategy/accelerateeu-strengthen-eu-energy-resilience_en 

 

 

【EU 理事会：ロシアに対する 20 回目の制裁措置を採択】（4/23） 

EU 理事会は 4 月 23 日、ロシアに対する 20 回目の制裁パッケージを採択した。このパッケージには、エネルギ

ー対策、財政措置、貿易措置等が含まれる。主な内容は以下の通り。 

・シャドーフリートへの対策を強化するため、港湾アクセスを禁止する船舶リストに 46 隻の船舶を新たに追加。合

計 632 隻が EU 港湾へのアクセスが禁止となる。また、ロシアのシャドーフリートの経由地とされるインドネシアの

Karimun にある石油ターミナル Oil Terminal 港湾インフラとの取引も禁止。 

・ロシア産原油・石油製品に関する将来的な海事サービス禁止の根拠を導入 2027 年 1 月から、ロシア関係者

等への LNG ターミナルサービス提供を禁止 

 

出所：  

https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2026/04/23/russia-s-war-of-

aggression-against-ukraine-20th-round-of-stern-eu-sanctions-hits-energy-military-

industrial-complex-trade-and-financial-services-including-crypto/ 

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_26_869 

https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_26_629
https://energy.ec.europa.eu/strategy/accelerateeu-strengthen-eu-energy-resilience_en
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2026/04/23/russia-s-war-of-aggression-against-ukraine-20th-round-of-stern-eu-sanctions-hits-energy-military-industrial-complex-trade-and-financial-services-including-crypto/
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2026/04/23/russia-s-war-of-aggression-against-ukraine-20th-round-of-stern-eu-sanctions-hits-energy-military-industrial-complex-trade-and-financial-services-including-crypto/
https://www.consilium.europa.eu/en/press/press-releases/2026/04/23/russia-s-war-of-aggression-against-ukraine-20th-round-of-stern-eu-sanctions-hits-energy-military-industrial-complex-trade-and-financial-services-including-crypto/
https://ec.europa.eu/commission/presscorner/detail/en/ip_26_869
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